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Ⅰ 観光振興計画制定の背景 

 

１ 観光による地域振興 

「観光立国推進基本法」に基づき策定された「観光立国推進基本計画」の中で、「観光立国の実現

は地域経済の活性化、雇用機会の増大、国民の健康の増進、潤いのある豊かな生活環境の創造、国際

相互理解の増進等の意義を有するものである」と位置づけられています。 

また、東北の観光復興、インバウンド戦略強化、東京オリンピック・パラリンピックを見据えた観

光地の受入環境整備等の施策や取組を掲げた、「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成 28 年 3月

策定）では、「観光は真にわが国の成長戦略と地方創生の柱である」としています。 

このような国をあげての取組を踏まえ、本市においても、観光は地域の活性化において重要な施

策と捉え、観光資源の発掘、磨き上げなど、様々な観光誘客のための取組に努め、地域振興に繋げて

まいります。 

◆参考「明日の日本を支える観光ビジョン」における訪日外国人旅行者数の目標値 

2015 年：1,974 万人  ➠2020 年：4,000 万人  ➠2030 年：6,000 万人 

            2015 年の約 2倍     2015 年の約 3倍 

２ 観光に関する動向 

少子高齢化による人口減少や経済の低迷、団体旅行から個人旅行への観光形態の変化、観光ニー

ズの多様化、観光地域間の格差など、観光業を取り巻く環境は大きく変化しています。 

特に訪日外国人観光客に対する期待は大きく、観光庁は「少子高齢化・人口減少により内需の縮小

が見込まれている我が国が経済成長していくためには、訪日外国人旅行者数の拡大・訪日外国人旅

行者による国内消費の拡大を図り、旺盛な海外需要を取り込んでいくことが重要。」としています。 

さらに、平成 28 年の日本国内を訪れた外国人旅行者数は、過去最高であった平成 27 年の 1,974

万人をさらに上回る、2,404 万人となるなど、4年連続で過去最高を更新しています。 

 

訪日外国人旅行者が急増する中、本市においても観光関係団体から外国人観光客誘致への期待の

声が多く聞かれているところですが、平成 23 年に発生した原子力発電所事故による根強い風評被害

が続き、外国人観光客の入込状況としては平成 27 年時点で、ようやく東日本大震災前の平成 22 年

水準まで回復した状況です。 

今後、訪日外国人旅行者急増の効果を本市にも取り込んでいくことが望まれているところです。 
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以下に国内旅行動向の参考資料を掲載します。 

⑴ 国内宿泊旅行延べ人数・国内日帰り旅行延べ人数の推移        

観光庁「旅行・観光消費動向調査」による。 

〈調査概要〉 

調査時期：4月、7月、10 月、1月 

調査対象：日本国民から無作為に抽出した 25,000 人を対象とした調査 

調査方法：Eメールによる回答、郵送による回答 

 

国内の日帰り旅行者数は東日本大震災の影響等により平成 23 年、24 年は大きく減少しました。

25 年は持ち直したものの、26 年、27 年は再度、減少に転じています。平成 26 年の減少は、消費

税増税等の影響と考えられています。 

国内の宿泊旅行者数は、平成 23 年からは微増で推移していましたが、25 年から 26 年にかけて

は消費税増税により大きく減少しました。27 年は前年の消費税増税による落ち込みの反動や、5月

と 9 月の大型連休であるゴールデンウィークとシルバーウィークがそれぞれ 5 連休と日並びが良

かったことなどの影響により増加したと考えられています。 
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⑵平成 27 年度版 観光の実態と志向                 

（公社）日本観光振興協会による宿泊観光旅行の実態調査「観光の実態と志向」 

〈調査概要〉 

調査時期：平成 27 年 9月 30 日～10 月 8 日 

調査内容：過去 1年間（平成 26年 4 月～平成 27年 3 月）の宿泊旅行の概要 

調査方法：インターネット調査（全国 47都道府県） 

有効回答数：11,615 

※平成 23 年度以降は、訪問調査からインターネット調査へと調査手法が変更されており、それ

以前とでは単純に比較できません。以下「観光の実態と志向」の調査グラフについて同様です。 

 

○宿泊観光１回あたりの平均宿泊数 

○旅行費用（１回あたり費目別内訳） 

「宿泊観光一回あたりの平均宿泊数」と「旅行費用」は、「一回あたりの旅行」という部分で、

関連性のあるグラフになります。 

平成 23 年度から 26 年度にかけて、宿泊数と旅行費用の増減は同じ傾向にあります。 
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○利用宿泊施設 

旅館利用の減少、ホテル利用の増加が見られます。 

 

 

 

○個人・団体旅行の比較 

平成 20 年度以降、個人旅行は増加し、団体旅行は減少しています。 
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○利用交通機関 

自家用車の利用割合が最も多く、次にＪＲが多い状況です。 

貸切バスは平成 18 年度に最も多く、その後減少し続けています。 

ＪＲは平成 22 年度以降、増加し続けています。 

 

○同行者の種類 

家族連れでの旅行が最も多く、次いで友人・知人が多い状況です。 
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○旅先での行動 

上位 3位を温泉、食、自然景観が占めています。 

他に歴史、社寺、古い町並みなどが多く、本市観光を代表する観光資源も多く含まれています。 
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○参考にするもの 

旅行に出かける前に参考にするものとして、インターネットの利用割合がもっとも多く、次い

でガイドブック、パンフレットの順に多い状況です。 

平成 22 年度以前、インターネットは増加傾向ですが、23年度以降は減少傾向です。 

平成 23 年度以降、旅行雑誌は減少傾向にあります。 

ガイドブック、パンフレットは減少が見られますが、変化は小さいものとなっています。 

携帯電話の利用割合は少ないものの、最も増加割合が高い項目です。 
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